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対 照 薬 剤（病害防除）

病 害 名 対 照 薬 剤 希 釈 倍 数

炭 疽 病 ダコニール ×
フロントサイド ×

も ち 病 サンボルドー ×
ボルドー × ～
コサイド ×
ダコニール × ～
フロントサイド ×

網 も ち 病 ボルドー × ～
コサイド ×
ダコニール ×
フロントサイド ×

輪 斑 病 ダコニール ×
フロントサイド ×

新 梢 枯 死 症 ダコニール ×
フロントサイド ×

褐 色 円 星 病 ダコニール ×
フロントサイド ×

灰 色 か び 病 ロブラール水和剤 ×
フロントサイド ×

黒 葉 腐 病 ダコニール ×

赤 焼 病 サンボルドー ×
ボルドー ×
コサイド ×
カスミンボルドー ×



薬 臭 試 験

試 験 方 法

⑴ 試 験 設 計

① 被験物質

被験物質は申請を予定している製剤とする。展着剤等は添加しないこと。

② 供試作物

原則として「やぶきた」を用いる。やむを得ない場合は他の品種を用いてもよい。

③ 処理方法

試験計画書に記載の方法で実施する。

④ 処理量及び薬量

試験計画書に記載の処理量又は薬量で実施すること。希釈して処理する場合には，希釈倍数及び単位面

積当たりの処理水量を明らかにすること。

⑤ 処理区の設定

試験ほ場には，被験物質を処理した区（処理区），被験物質を処理しない区（無処理区）を設置する。

反復は設けなくてよい。処理区は，試験計画書の記載に従い設定する。うち つは摘採 日前（陽性対照

区）とする。発芽前に使用する薬剤又は使用時期が限定される薬剤については，経過日数区の設置を省略

してよい。試験区は， 以上とし，処理区間のコンタミネーションが生じないよう配置すること。

⑥ 処理時期及び回数

原則として一番茶期に行い，処理回数は 回とする。降雨による影響が予想される場合には，施用は行

わない。

⑦ 供試作物の管理

供試作物は，摘採時に正常な状態となるよう，通常の栽培方法に従って適切に栽培管理を行うこと。た

だし，試験期間中の他剤の散布は，極力避けること。やむを得ず他剤を散布する時は，全ての試験区に等

しく処理すること。供試作物は，寒冷紗を用いて光線透過率 ％程度の間接被覆を，摘採 日前から摘

採まで行うこと。

⑵ 試料の調整

① 茶葉の摘採

摘採は無処理区から行い，次いで処理後経過日数の長い区から順に行う。摘採は清浄なはさみ又は手摘

みにより行い，試験区の境界域を避けて全体から均一に行う。試料は，荒茶加工に適したものを摘採し，

障害（病害虫，薬害，未熟等）のあるものは摘採しない。摘採量は荒茶 以上を確保できる量とする。

② 製 茶

摘採した試料はできるだけすみやかに製茶を行う。製茶機は， 少量製茶機等，緑茶の標準製法に

準拠して必要量の荒茶加工ができるものを用いる。粗揉，中揉を経たものを乾燥して試料とする。製茶は

無処理区から行い，次いで処理後経過日数の長い区から順に行う。
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⑶ 試料の送付

① 作成した試料は各区 を茶罐又はアルミパックに密封する。このとき，移り香などが生じないよ

うに留意する。

② 各試料には試験区を明示し，できるだけすみやかに下記の送付先に送付する（着払いは不可）。

送付先：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

植物防疫研究部門 果樹茶生物的防除グループ金谷茶業研究拠点

〒 - 静岡県島田市金谷 ： - -

③ 試験の概要および試験期間中の降水日数，降水量を表にして電子メールにて送付する。

送付先：日本植物防疫協会 事業推進企画部 アドレス：
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